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（１）図版　第1分冊

　1837年の予約募集書が出たときすでに販売されていた第1分冊は、仮表紙のなかに1枚1枚バラバラの状態で図版が
挟み込まれている。仮表紙には、募集書にもあったように、オルレアン公の援助、モントリーとフレシネの翻訳、ベルトラン社
刊、8折判の本文5巻、2折判の図版130枚とある。
　第1分冊として配られた図版のタイトルは、黄色の紙に書いてある。これは別紙に印刷され、仮表紙の枠内に貼り付け
られている。図版12分冊の仮表紙はすべて同じ形式であり、黄色の紙に記された図版タイトルが異なるのみである。こ
れにあるタイトルと、予約募集書にあった第1分冊のタイトルを比べると、細かいことではあるが、〔74－Armures〕と〔14－
Armures〕の図版番号を間違える単純ミスを犯している。

【翻訳】　　第1分冊
図版 2 ――　長崎とその近郊
19 ――　妙義山の図
25 ――　若い女性、しもりの肖像
35 ――　礼装（彩色図版）
74 ――　武器
96 ――　花瓶と花かご

　図版の大きさをドイツ語版（縦59.5×横39.5㎝）と比較すると、フランス語版（縦55.0×横36.0㎝）の方が少し小さい。また、フラ
ンス語版にWatermarkはなく、ドイツ語版にあったオランダのファン・ヘルダー社透かし文字「ＶＡＮＧＥＬＤＥＲ」・「ＶＧ」は
なく、別の紙が使用されている。そして、石版で印刷された無彩色の図版は、薄い紙に印刷されて貼り付けられている。カ
ラー図版の場合は石版で印刷された後に手彩色されているが、無彩色図版はすべて薄紙に印刷され、台紙にマウント
されている。これはフランス語版の特徴である。
　第1分冊の図版は、長崎の港図をはじめ6種類、7枚が配られており、「礼装」にカラー版が添えられている。彩色につい
て、ドイツ語版と比べて見ると、それほど大きな違いはなく、同じように手彩色されている（3）。これらフランス語版の第1分冊
で配られた図版が、ドイツ語版では何回目の配本であるのか調べてみると、3～8回配本の図版に当たる（以下、フランス語
版図版の上にドイツ語版での配本回数と、ドイツ語版『NIPPON』の日本語版－『シーボルト「日本」図録』1.2.3巻＜雄松堂、1979年＞－に掲載

された通し番号を付している）。ドイツ語版の配本は、第1回が1832年、第7回が1839年であり、第8回配本の時期は不明であ
るが、早くとも1840年頃である（4）。つまり、予約募集書が出た1837年10月に販売されていたフランス語版第1分冊に、ド
イツ語版の第8回配本（1840年頃）で配られる図版がすでに含まれているのである。このことについて、ドイツ語版の７回配
本時（1839年10月）に添えられた「INHALT」（内容目次）をみると、配られた本文・図版のタイトルの他にシーボルトの報告が
載っている（5）。その報告には、フランス語版が出たこと、7回配本が遅れてしまったことへのお詫び、「300枚以上の図版も

２．『Voyage au Japon』の復元

図版のタイトル 予約募集書のタイトル
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完成しています」とある。この記述はあながち誇張ではないと思われ、シーボルトはすでに完成していたドイツ語版の図版・
石版をもとにフランス語版を作り、一部の図版はドイツ語版よりも早めに配本したと考えられる。

〔注〕
（1）マティ・フォラー他『シーボルトと日本』、Hotei出版、Leiden、2000年
（2）ハンス・ケルナー（竹内精一訳）『シーボルト父子伝』163頁、創造社、1974年
（3）ドイツ語版『NIPPON』の彩色については、宮崎克則「シーボルト『NIPPON』の色つき図版」（『九州大学総合研究博物館研究報告』5号、2007年）
（4）ドイツ語版『NIPPON』の配本については、宮崎克則「復元：シーボルト『NIPPON』の配本」（『九州大学総合研究博物館研究報告』3号、2005年）
（5）九州大学付属図書館医学分館所蔵の未製本『NIPPON』には、1回配本から13回配本の「INHALT」がすべて揃っている。

［付　　記］
　ドイツ語版の左上にある「NIPPON１」は「VOYAGE AU JAPON」へ、右上にあった「TAB．Ⅰ」は、「PLANCHE」の図版番号
に変更されている。そして、ドイツ語版の下部にある「Buntsiu japon.pinx」（谷文晁『名山図譜』が原画）、「L.Nader in lap delin」（ナー
デル石版画）はフランス語版にもそのままあり、出版社「Arthus Bertrand. Editeur」（アルトウ・ベルトラン社刊）、図版印刷者「Imp. de 
Lemereier」（ルメルシエ印刷）が追加されている。これらはすべてのフランス語図版に共通しており、白黒図版は薄い紙に印刷されて台
紙に貼り付けられている。彩色図版の場合は、ドイツ語版と同じように石版で印刷された後、手彩色されている。

TAB.INIPPON１

L.Nader in lap delinBuntsiu japon.pinx

［フランス語版］

［ドイツ語版、九大本］
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【Voyage au Japon】第1分冊

35　礼装仮表紙

19　妙義山の図2　長崎とその近郊

［126］　（8回配本）

［15］　（6回配本）［13］　（4回配本）

ドイツ語版の配本
回数と通し番号
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［126］　（8回配本）［36］　（3回配本）

［233］　（7回配本）［57］　（7回配本）

35　礼装25　しもりの肖像

96　花瓶と花かご74　武器
































